
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

342

K ． マ ン ハ イム の 知識社 会学の 成立 過程 に 関す る 研究 （ll）

　　　　　　　『保 守 主 義的思 考 』 をめ ぐ っ て

兵庫教育大学　　杉尾　塞

　 マ ン ハ イ ム は． 『知識社会学』　（1931 年） に

お い て 、知識社会学に は 「知識の 存在拘束性の 教説

を樹立せ ん とする」 理論と して の知識社会学と．

「過去及び現在の 諸々 の知識内容に っ い て そ の 存在

拘束性を明 らか にするj 知識の歴史社会学的研究 と

がある こ とを明 らか に した。彼は、 「現段階の知識

社会学に と っ て 最も重要な問題は、．事実の 歴 史社会

学的探求の領域に お い て 亅 、．「確実な方法に よ っ て ．

具体的材料に っ い て具体的な研究を試み る こ と 」 で

あ る と し た。 『保守主義的思考 ； ドイ ツ に おける政

治的
・
歴 史的思考の 生成に っ い て の 社会学的考察』

（1927 年） 14．まさ に こ の 知識 の 歴 史社会学的

研究 （R ．K ．マ
ー

トン は こ の知識社会学的領域 を

「実質的知識社会学」 と呼んで い る） に 当たる．b の

で ある。 『保守主義的思考』 は、それ まで彼が構築　
」

して き た理論と して の知識社会学の 歴 史的知識へ の

適用版で ある、そ の意味で 『保守主義的思考』は、

彼がそ れまで 構築 し て きた理論として の知識社会学

の実質を明 らか にする うえ で 好資料と な る 。

　マ ン ハ イ ム の それまで め理論と し て の知識社会学

の展開をこ こ で簡単に レ ヴユ ーし て み よ う。彼は、

『世界観解釈』　（192 −1 − 22 年 ） に お い て ．現

象学 で い う志向性 （lntentionalit6t ）の 次元の違

い か ら r客観的解釈Objektive　 Interpretation」 ．

r表出的解釈Ausdrucksinterpretationl 、　r ドキ

ュ メ ト的解釈Dokumentinしerpretatienl を区別 し、

と りわけ 「意味の 深 き理解亅 を可能なも の にする も

の として、 「ドキュ メ ン ト的解釈」 の必要性を強調

した 。ドキュ メ ン ト的解釈は、個 々 の精神的 ・心的

現象 （および内容）の背後に存在 して い る本質的な

全体 〔τotalit 翫）な い し構造 （Struktur）の追求と、

その 全体 ・構造 か ら の 個 々 の糟神的 ・
心的現象 の解

釈で あ る。様 々 な精神的 ・心的現象に本質的な
一

定

の 構造があ る も の と し て．そ の構造か ら様 々 な精神

的 ・心 的現象 を明 ら か に し よ う と した点 で 意義 があ

る 。 し か し、 ドキ ュ メ ン ト的解釈の具体的方法 に つ

い て は明示 されず．ただ全体 ・構造をドキ ュ メ ン ト

して い ると思われ る様 々 な精神的 ・
心 的表示物の 収

集と、その表示物からの直観に 基づ く全体 ・構造の

把握が述べ られ て い るだけ で あ る 。さらに ．ドキュ

メ ン ト的解釈は全体 （構造） と部分 （個 々 の精神的 ・

心的現象）との 再帰的関係が前提とな っ て い たため、

そ の具体的な方法手続きは曖昧 なもの とな っ て しま

っ た。　　　　　　　　　　　
−

　 『歴史主義』　（19241 年） に お い て は
｝

マ ン ハ

イ ム は ．カ ン トの 超時間的．超社会的な認識主観を

斥け、　 「一切 の歴史的認識は歴史哲学的 （社会学的）

立場に制約 される」 と い う、歴史的認識における立

場制約性 （Standortsgebundenheit ）の テ
ーゼ を打ち

出 し た。し か し、彼が歴史的認識に お ける立場制約

性に っ い て語る とき、 「未来を意欲 し、未来に積極

的に 働 きかける主体亅 が前提と な っ て い た こ と を忘

れ て はな らな い 。 っ ま vl そ こ に は 未来の形成に 向
’

けて積極的に現在を生 きる主体 による、意欲 （∪。 1］．

en ）と関心 （lnteresse ）に よ っ て 導 か れ た、立場 の

選択と い う主体性の 契磯が内包 し て い た。 「意欲 」

概念は、後に マ ン ハ イム 知識社会学に と っ て重要な

概念となる 。 『歴 史主義』にお い て も う
一

っ 見逃せ

な い こ と があ る。そ れ は 、マ ン ハ イ ム が一定の 歴史
　　 ト
哲学的立楊 に

一定の 「発展 亅 概念が対応する こ と を

明 らか に す るととも に、一
定の階層が対応する こ と

を示唆 したこ と で ある。例えば．歴史学派および生

の哲学の発展概念は 「心的」 発展で あり．実証主義

の 発展概念は 厂進歩的」発展で あ り．ヘ
ーゲル 学派

およびマ ル ク ス主義の発展概念は 「弁証法的」 発展

で あ る こ と を示す と と も に、そ れぞれ の 発展概念 の

担 い 手と して 、貴族 ・地主層 か らなる保守層、産業

的中産階層 （ブル ジ ョ ア》、産業 プロ レ タ リア
ー

ト
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が対応 して い たこ と を示唆 して い る 。 しがしながら．

歴史哲学的立場 （すで に
一
定の体系をなして い る）

と発展概念お よび階層 と の関係を明ら か にする方法

論 は展開 して い な い 。

　　r知識社会学の問題』　（1925 年）に お い ては．

存在 （Sein）と思考 （benken）との関係が論究 され

て い る 。 マ ン ハ イムは、思考を 「究 極的な対象構成

φ領域die　Sph5re　d・・ lrtzen ’G・genst ・ ・dk。 nstit ・

tionl とみなさず に 、存在内部の 部分的現象として 、

すなわち存在の表現、機能、発露とみ な し た。した

が っ て、思考は対象構成 に関る認識主体の立楊を問

うものではな い 。

’
マン ハ イムは こ の こ とにつ い て

　「精神的立場と い うものは思考そのも の とは別の と

こ 季に ある 。 亅 と述べ てりる。

’
マ ン ハ イ ム は 、思考

な い しその産物で あ る知識を歴史哲学的立場か ら把

握す る こ
・とめ困難性 を自覚 しご悪考・

知識と存在 と

の機能的関係 を通 し て逆に歴史哲学的立場を確定 し

よ うと し紬 の と思わ46 ，
．マ ンハ 仏 は

t
一思考 ・

知識の 存在に基づ く外在的把握か ら思考 ・知識の

　「イデ牙ロ ギー暴露 ldeo｝ウgie6nt 面11ungj が可能

1
で ある と した。 r知識社会学の 問題』 に お い て始め

て 思考 ・知識のイデオ ロ ギ 」 性の 自覚が明確 となっ

た と い えよ う 。 そ の際．マ ン ハ イム はこ存在概念に

っ い て次ぎの二 点を指摘 して い る 。 第一点 目は、存

在ば、生活主体に とらて 最もReal認5tのある領域、

すなわ ち 「中心的に経験さ れ る存在領域亅 ＝ 「生の

中心 Lebenszentrumjで あるとい うこ と e 中世 に お

．ける存在は宗教で あっ たが、近代以降の存在は社会 ・

繍 鰍 で あるとマ … イ4は堺 て ・・る ・．第＝ ・fi・・

目は．第一点 目 と関わ っ て、存在は 「意味Sinn」 と

区別 されるものではな くそれ 自体意味連関 （Sinnsz

usammenhan9 ）で あるζした こ と。マ
潔

ハ イ ム は、
、実

証主義、新カ ン ト主義、現象学批判を通 して ．存在

と意味と の 二 元論 を克服 し ようと した。マ ン ハ イ ム

は、 r知識社会学の問題』 で は、知識の 存在拘束性

にっ し1ては語 づ て おらず、，知識を存在次元に置 くこ

と、存在次元か らみ れば知識はそ の機能で ある こ．と、

を述べ たに過ぎない 。し か も知識と存在 とめ機能的

関係たつ い て も 明確に ざれ て い な い 。な に よ ウも存

在がい っ た い 具体的に は何 を指すの か明確でな い 。
　 　 　 　 　

　　『精神的なも の のイデオ ロギー
的解釈 と社会学的

解釈』　（1926 年）に お い て は、解釈論が展開さ

れ る。マ ン ハ イ ム は．
’

こ れまで の様 々 な解釈論を整

理 し、解釈にば．＜内在的な観察lnnenbetrachtung

＞ に基づ く解釈 とく外在的な観察 Auρenbetrachtung

＞ に基づ く解釈がある こ と を明 らか に した 。 前者は

精神的なも の をその内部か ら解釈するも の で あ り、

〈イデオ ロ ギ ュ シ ュ 〉な解釈で ある。こ の解釈に基

づ けば、精神的なも の はくイデー〉どし て現れ る と

’
ぽ さ。

．ドキ ュ メ ン ．ト的解釈も前考に属するもの と し

て批判され て い る』一後者の解釈は 「意味的な存在全
’
tSsihnvolle　S6instotalit5t） から精神的なもの の

構造全体を解釈するもの で あ る。意味疎遠な物質化

され た存在か らの解釈は、本来解釈 とは いλず、

　「因果的説明Kausaユerk1 褒ung 」
．
と さ拠た。．後者の

解釈こ そ社会学的解釈 とい われる も の で ある 。こ の

解釈に基づけば1糟神的なもめめ構造は〈 イデオ ロ

ギー〉 として現れて く
’
る とい う 。

　 本発表で は． 『保守主義的思考』 に お い そ、．理論

と して の 知識社会学が い か に具体化された かを検討

したい。．そ の 際、 「思考様式 Denkstil］と 「根本意

欲Gru．ndinteRtl 。nj に着 目する こと に す る。思考様
　　　　　　　　　　　コ
式は歴史的た形成され歴史的に変化する動的客観的

構造で ある．。 伝純主華与区別 される保守主義的悪考

様式 がどの よ うに理念型と して 構成され るの か．保

守主義的思考様式の特質が現実の歴史的状況 （19

世紀前半の ドイ ツ）の な かで どの よ うに析出され る

のか をまずみ る こ と にする 。 次に、
’
保守主義的思考

を支柔る根本意欲が当時の政治繍 的状況 （勧 関

係、階層関係）op中で どの ように形瞬された の か ．

7 ン ハ イ4の考察を検肘し． 「根本意欲亅 概念が
一

定の 思考様式 の担 い 手の存在 と彼 らの 思考様式 とを

媒介する職略的な概念 とな っ でい る こ とを明 らか に

する。こ の 作業 を通 して こ そ．マ ン ハ イ ムが存在を

意味連関であると．した こ との 意味が理解で きるあろ

う 。 ま た歴 史哲学的立場の 「主体性の契機」 が理解

で きよ うゼζこ で も存在拘束性に つ い て言及さ れて

い な い 。こ の こ とは注 目されねばな らな い 。
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